
（ 国 語 ） 科 （ 国 語 総 合 ） シ ラ バ ス ４ 単 位 普 通 科 第 １ 学 年 １ ～ ４ 組

１ 、 現 代 文 分 野 内 容 を 的 確 に 読 み 取 る こ と が 出 来 る 。 ま た 、 様 々 な ジ ャ ン ル の 文 章 に 接 し 、 多 様 な 考 え や 価 値 観 に 触 れ 、 視

野 を 広 げ る 。

年 間 の 到 達 目 標 ２ 、 表 現 分 野 自 分 の 意 見 や 考 え を 的 確 に 他 者 に 伝 え る こ と の で き る 表 現 法 （ 話 し 方 ・ 文 章 の 書 き 方 ） を 身 に つ け る 。

３ 、 古 文 分 野 基 本 的 な 文 語 文 法 を 学 習 し 、 優 れ た 古 文 の 作 品 を 読 み 味 わ い 、 内 容 が 理 解 で き る 。

４ 、 漢 文 分 野 漢 文 訓 読 の ル ー ル を 身 に つ け 、 中 国 古 人 の 考 え 方 等 を 読 み 取 り 、 日 本 文 化 と の つ な が り に つ い て 考 え る こ と

が で き る 。

教 科 書 ･副 教 材 等 改 訂 版 高 等 学 校 国 語 総 合 (第 一 学 習 社 ) 新 装 版 高 校 図 説 国 語 (東 京 書 籍 ) 全 訳 読 解 古 語 辞 典 (三 省 堂 )

学

期 月 学 習 内 容 学 習 の ね ら い

小 説 「 羅 生 門 」（ 芥 川 龍 之 介 ） ＊ 日 本 近 代 文 学 の 代 表 作 を 読 み 、 文 章 表 現 の 巧 み さ や 作 者 の 人 生 観

４ に つ い て 考 え 、 ま た 、 主 題 に つ い て 自 身 の 考 え 方 を ま と め る 。

古 文 入 門 ／ 古 文 「 児 の そ ら 寝 」 ＊ 現 代 文 と の 違 い を 知 り 、古 文 に 積 極 的 に 親 し む 姿 勢 を 身 に つ け る 。

５

中 間 考 査 範 囲 上 記 の 範 囲

古 文 「 竹 取 物 語 」 ＊ 伝 奇 物 語 の 代 表 的 な 作 品 を 読 み 、 古 典 文 学 の 世 界 の 面 白 さ を 読 み

Ⅰ ６ 味 わ う 。

評 論 「 水 の 東 西 」（ 山 崎 正 和 ） ＊ 論 理 的 に 構 成 さ れ た 文 章 の 読 み 解 き 、 主 題 を 正 し く 読 み 取 る 。

詩 「 I was born」（ 吉 野 弘 ） ＊ 音 読 す る こ と で 詩 の 持 つ リ ズ ム を 味 わ い 、 そ こ に 込 め ら れ た 作 者

７ の 人 生 観 を 読 み 取 る 。

期 末 考 査 範 囲 上 記 の 範 囲

備 考

漢 文 入 門 ＊ 漢 文 の ル ー ル を 理 解 し 、 繰 り 返 し 音 読 し 、 基 本 的 な 表 現 法 ・ 語 法

９ 漢 文 故 事 三 編 を 理 解 す る 。

随 想 「 人 間 は ど こ ま で 動 物 か 」（ 日 高 敏 隆 ） ＊ 筆 者 の 主 張 を 正 し く 読 み 取 り 、 自 分 の 意 見 ・ 感 想 を ま と め る 。
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中 間 考 査 範 囲 上 記 の 範 囲

小 説 「 城 の 崎 に て 」（ 志 賀 直 哉 ） ＊ 小 説 に 描 か れ て い る 情 景 を 想 像 し な が ら 読 み 味 わ う と と も に 、 物

Ⅱ 11 語 に 表 れ る 人 生 観 に つ い て 考 え る 。

古 文 「 伊 勢 物 語 」 芥 川 、 筒 井 筒 ＊ 歌 物 語 の 作 品 世 界 を 理 解 し 、 当 時 の 恋 愛 観 や 生 活 習 慣 に つ い て 知

12 り 、 基 本 的 な 文 法 事 項 を 踏 ま え て の 解 釈 が で き る よ う に す る 。

期 末 考 査 範 囲 上 記 の 範 囲

備 考

評 論 「 世 界 中 が ハ ン バ ー ガ ー 」 ＊ 筆 者 の 主 張 を 正 し く 読 み 取 り 、 自 分 な り に そ の 主 張 に 対 し て 考 え

１ 方 を ま と め る 。

表 現 の 実 践 ＊ 自 分 の 考 え や 意 見 を 正 し く 伝 え る 文 章 の 書 き 方 を 身 に つ け る 。

「 土 佐 日 記 」 門 出 、 帰 京 ＊ 日 記 文 学 の 礎 と な っ た 作 品 を 読 み 、 平 安 時 代 の 旅 の 様 子 を 知 る と

２ と も に 、助 詞 ・ 助 動 詞 等 の 文 法 に 基 づ い た 解 釈 が で き る よ う に す る 。

・

Ⅲ ３

学 年末 考 査 範 囲 上 記 の 範 囲

備 考

評 価 の 観 点 内 容 評 価 方 法

・ 授 業 に 真 摯 な 態 度 で 臨 ん で い る か 。 ＊ 授 業 、 学 習 活 動 に 対 す る 参 加 姿 勢

関 心 ・ 意 欲

・ 態 度 ・ 教 材 に 対 し て 興 味 ・ 関 心 を 持 っ て い る か 。 ＊ 課 題 の 提 出 状 況 及 び 内 容

・ 積 極 的 な 態 度 で 授 業 に 臨 ん で い る か ＊ 定 期 考 査 の 素 点

話 す ・ 聞 く ・ 自 分 の 考 え を 的 確 に ま と め 、相 手 に 伝 え る こ と が で き る か 。 ＊ 発 表 で の 発 言 内 容

能 力

・ 他 者 の 意 見 を 真 剣 に 聞 き 、 伝 え た い 内 容 を 的 確 に 理 解 し て ＊ 課 題 の 提 出 状 況 及 び 取 り組 み

い る か 。

＊ 授 業 態 度

書 く 能 力 ・ 自 分 の 考 え を 、 適 切 な 手 順 を 踏 ん で 正 し く 伝 え る よ う 工 夫 ＊ 課 題 の 提 出 状 況 及 び 取 り組 み

し て 書 か れ て い る か 。

＊ 定 期 考 査 の 論 述 問 題 の 回 答 状 況

・ 日 本 語 と し て 正 し い 文 章 で あ る か 。

＊ ノ ー ト の 記 述 内 容

読 む 能 力 ・ 目 的 に 応 じ て 様 々 な 文 章 を 読 み 取 る こ と が で き る か 。 ＊ 課 題 の 提 出 状 況 及 び 取 り 組 み

・ 正 し い 発 音 で 、 聞 き 取 り や す く 音 読 す る こ と が で き る か 。 ＊ 定 期 考 査 の 回 答 内 容

＊ 授 業 中 の 氏 名 読 み の 状 況

知 識 ・ 理 解 ・ 学 習 し た 内 容 が 正 し く 理 解 さ れ 、 知 識 と し て 身 に 付 い て い ＊ 定 期 考 査 の 素 点

る か 。

＊ 小 テ ス ト の 成 果

＊ ノ ー ト の 提 出 状 況 及 び 記 述 内 容


